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第２部 設計-65

漁港関係工

事積算基準

標準歩掛 システム

移行に伴う

第４章 全面改定

業務委託の

施工歩掛

1400

設計業務

積算基準

運用資料-10

漁港・漁港海岸

電子台帳

整備・更新

改　　定

適用年月日
（令和６年（2024年）８月１日以降積算基準日適用）漁港関係工事積算基準　の　改定・追加・訂正口

運用資料ー10 漁港 ・漁港海岸電子台帳整備 • 更新 運用資料ー10 漁港 ・ 漁港海岸電子台帳整備 •更新

1 漁港 ・漁港海岸電子台帳整偏 1 漁港 ・漁港海岸電子台帳整債

1-1 適用範囲 1-1 適用範囲

本項は、漁港 ・漁港海岸の氾十台帳システムの整偏を行う揚合に適用する。 本項は、漁港 ・漁泄海体且子台帳システムの新規データ整偽を行う場合に適用する。

なお、土台堡は鈴北）全日挽造巴投邑会が巡政工る 「逸滋遺鯰222Eとスぇムi以エ｀システム21
1-2 業務内容 ん坦且している

システムの構成要素である漁視和漁港海岸台帳データペース、漁港 ・漁港海洋カルテ、施設カルテ、
1-2 業務内容

漁港 ・漁港海庫平面図(GIS)及び関連データについて、各種資料および現況確認からデータを作成し、
システムの情成要素である漁港 ・漁港海比台帳データベース..... 漁港 ・漁港海洋平面図ゑ廷関連データ

システムヘの登録を行う。
について、各種資料および現況確認からデータを作成し、システムヘの昼録を行う。

なお、 本システムで利用するソフトウェアは、 Cadcoap辻のSISAc t iveX•(Yer6. 2、Ver7.0、Yer7.I)を 作蕊．ーいがm外の頗蕊認伍のほ坦i’ついぶ丸倅比l↑勁吋1•漁俎邑会が蕊め る 「逸浚in殷222E
基本としてカスタマイズしたものである。 シスぇムの薄用等にOOエゑ翠庖翠頷J社L廷 「拇蕊慎抵222Eとスぇムは絨T-i整債哀務短に誌旦棗J.

lこ史校；する
1-3 作業区分

1-3 作業区分
名称 業務内容

名称 業務内容
計画準偏 業務の目的を把握した上で設計図帯に示す業務内容を確認し、

計画準偏 業務の目的を把趾した上で設計図書に示す業務内容を確認し、 業務計画帯を作成
業務計画書を作成する。

する。
資料収集整理 デークベースに入力する各種情報の基礎となる資料について収集整理を行う。

姿料収集整理 システムに入力する各種情報の基礎となる姿料について収集整理を行う．
収集整理を行う資料は以下のとおりで貸与とする。

収集整理を行う資料は以下のとおりで貸与とする。
また、各種資料の貸与 ・返却は、打合せ時に直接渡し、あるいは郵送等による送

区叶のほ与 ・匠堡ぱ虹土Zータをg坦レする なお印刷践伍区iLのほ凸・速雄は
付を甚本とする。 また、収集する資料の内、電子データが存在するものについて

ト俎迅．時のい逸匹L>あるいはエ豆延蕊1・ Lる送付わ某本とエる
は、籠＋データ (Excel、ll'ord笞）を基本とし紙媒体資料の収集は不要とする．

現況確認 訓査対象漁港において、以下の現況確認作業を実胞する。
［資料）

①烈地梵tf(Gじ55 」吐•JRll
漁港台帳、涜港施設台帳、漁池事業計画平面図、 港勢資料（湘勢調査票 ・港別資料

G¥'SS測f巴ん目いな主 ツトワーク蕊RTK互式にKり》包設蕊&>漁造且且it念迄は
等）、各種写真（狙直写真、斜め写真、時化写真、 利用写真等）、深浅測量図、各

の足匝彫述ゑび天巴邸の孔逍lを豆う
種謂査資料、工事設計害、安定計算苔、 委託報告書、漁港海比区域台帳、 漁港海比

②現地防市 ("l-H船影）
保全胞設台帳、漁港海炸事業計画平面図、公図(I7条地図、国調デーク等）、その他

デジタルカメラ蕊に tり邑造蕊gのな五迎影を行う なお ら ワi互ば 佗リ•4 ズは
現況確認 謂近対象漁港において、以下の現況確認作業を実厖する。

~560 X l9~Qを屈且J とし> 去ま 5 印にしたい L2邸怠広ゑ
①漁港原点及び工事基準点

巴造必玉迄且ェあゑ外紐・低貿岳低及び痘伍（足主忠巨についこば．四旦＄伍並述
視況座楳（位府及び高さ）を計測し、写其捐影（近影及び悶辺状況）を行う。

＆廷也沿や孜区がとかゑ kij函蕊砒企屈．匝血毎品屈e、点ならの丑庄た屈彪1ると
②漁港巫本施設及び海岸保全苑設

ともに、スハン毎の',J.頁ん授影する
漁港台帳に記載のある外郭 ．係留施設の漁港基本施設や海洋保全胞設台帳に記載

瓜池堕f囮迄設の2ち>水匹＆蕊岳政屈i度i足主計呵の女t堡と なゑ辺騒についてlt臨
のある堤防 ・護体について、漁泄 ・漁港海体平面図(GIS)を作成するための基礎資料

俎主区2出＆廷＆終、先ま蕊＆：：・打 →iu：逸影わ往 う
として税況確認作業を行う。外郭施設、係留詑設、堤防、護作の屈曲点及び断面形

巴造度は目坦，巴造区塁之がgm》荘更を往2遠笠位文丘旦史匹悶・良はi、3≫包iど
状の変化点について、位囮座標と天端高を計測するとともに、施設全体形状及び構 a冦如a,i絃口区蕊品豆且凹蕊且:ま全紅・紅1ふ．咆料屈蕊と r・烹必年、点jこつい工
辿や特徴がわかる全景写真を撮影する。 この際、水産巫盤機能保全計圃の対集胞設

ii:、堕且念返ゑび遅浩 ・位区のわなゑ”f.五ん昆厖才ろ
となるコン99ート構造物については、老朽化閲査の実胞IIi位となる施設スバン毎の現況

③マルチコプ名一9J•退l （窓l[jl)
写真の撮影を行うとともに、スパン形状、目地位置を把握するため、簡品オルソ画

邑造区唸臼念埼の箇凸オルソ 附i区を作成するなめ) マルチコプター •LAV互に t ろ
像を作成できるよう必要な範囲について、複数方向からUAI'（無人航空機UnmannedA 

蕊史互店鼠髪を且2
orial Vehicle) による空掛を行う。なお、消波工笞の異形プロック製情油物は写真

扱影のみ行うこととし、外防波堤、 離作堤等の沖合構造物については上陳が可能な

場合についてのみ計測及び写真扱影を実施する。
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区　分 ページ 現　　行 備　考

第２部 設計-66

漁港関係工

事積算基準

標準歩掛 システム

移行に伴う

第４章 全面改定

業務委託の

施工歩掛

1400

設計業務

積算基準

運用資料-10

漁港・漁港海岸

電子台帳

整備・更新

改　　定

漁港関係工事積算基準　の　改定・追加・訂正 適用年月日
（令和６年（2024年）８月１日以降積算基準日適用）口

名称 業務内容 名称 業務内容

現況確認 ③漁港機能施設 匝ふオルソ画像作成 マルチコプと一孔良ll:.臥設しよl"'没遠 り．丑瓦姐豆ソフト2rzを日い工迄蕊ほ
漁港施設用地、水産基盤機能保全計画の対象となる道路について、UAVにより、 蝦主蕊の箇＆オルソOI』IOん作成する 匝＆オルソ珂ほの作蕊にあたっこは、 c;-;ssは

空中写真及び胞設の全長写真を扱影する。 辿を行つな辻図、点を冗定点とKて生姐呵役の足近 合感をは2
④その他の施設 泡港 ・漁港海洋 システムi1ta+る内捗む送をi＆忠土ゑ比ょのデーとわ口丑フょーマッ t1- ~つ

その他施設（漁港刃板、 放胃堤禁止区域漂識、 照明施設等）について、9立胃を計 台帳データ狂盛 てi知＆する データ間の澳辺に tり位四を目らかにヱtゑHH合It》それらを閃溶it

測するとともに写真扱影を実施する。また、海炸保全施設及び海店環境施設等につ ばゑヤめのZーク（出成iJ庄芯エ1l2 iiのとよゑ
いても、施設形状の計測及び写真掛影を行う（斜路、位間、階段等） 。 氾造 ・漁造逗＆ 髪品堕認芍度なyなら．システムに3f往すゑための GISJfと五0)己造瓜土‘Eiljj図乞
※ り 消波工の計測は不要。 瓜上王画図ほ成 ータを作r,ぷ3`ゑ
2)海伴保全胞設のうち、消波礎等の異形プロック情造物は全呆写真掛影のみ （杷涛） 12̀1咆i図Z-2
を実砲する。 瓜迩記t平匝図上にf糾がな吐匁についこiし i法念1こ9トづく 四悶喫四に氾堡す
3)天端渇は国土地理院が提供するジオイドデータにより東京湾中等潮位 ゑ I且図Lt口迫フ主ーマット｀システム蕊批四げの王が＆廷システムデーク1ヤ成 ・

(T. p.）で整理し、漁港毎の基準潮位図によりD.L．値に換算する。 塁所のま引に設つて氾,ni訂a四屯丞を見い工はう-と とし、庇速延に退底すゑデー

4)位閻座標はJGD201Iによる平面直角座漂系の値とする。 ク民別（点ゴータ>絞データ、主リゴンデータま3L［左とまデータlI・エ犯返L,必

なお、これらの作業のうち、 （立囮座標の計測については、 原則と して1級GPS汎l最 蕊な迅庄データル付え文ゑ

磯を用いたVRS-RTK方式により行うこととする。また、 現況写真の扱影については、 まと..外毀、屈屈>逗Iti＆会皮息蕊ぶ：スパン日地キ£すゑコンク 』ート旦ふ'1出5つ
100万画素以上のデジタルカメラ（保存画像ファイル：1280X960ピクセル）により行う いてばGNSS辻l!r.!テータ，匝＆主ルソlI咀＄データからB批i,k区キ‘t'I及Iし、スハン延の
こととする。 ポ1ゴンZーとも偲立工i団図する 足面囚データの・じ区となる坦貶批蕊 g蕊西設．

オルソ面像（乍成 UAI’によ り扱影 した写真から、 地上分解能3cm程度のオルソ画像を作成する。 蕊氾蕊》辺践．且JIL蕊）．這立a足如玉迫、点 は逍註ふ ＝臼岳）．布IL1て区》退出

漁港 ・漁港海岸 新規にデータを登録する漁港 ・漁港海岸のデータペースをシステムに設定し、漁 庄花にLるオルソ ,i,・(＄守について>GIS形式のデータ乞iE感まる なお、ーれ らのは

台帳データペース 港台帳、漁港詑設台帳、漁港海岸区域台帳、泡港海炸保全胞設台帳について既往資 殴の2ち込逗£i足↑区屈臼蕊の t抽翠足Zークで.足迂よが阻まエゑi豆のrついこ
作成 料 (Excelファイル等）をシステムに入力する。 は出記姐迅についてふ入aん迂2
漁港 ・漁港酒岸 漁港 ・漁港酒岸の巫随情報として、 下記に示す項目の入力を行う。 ②1＜蕊出捻デーク
カルテ作成 ・事業計画関連資料（特定計画資料、長期計画資料、 費用対効果分析資料、 が蕊岳且筵囲ク日丞四虻な凸令に1ち足i七£tり蕊迭ま凸ゑ迫坦贔航践a迎且腎塁

機能保全計圃帯他） 水蕊キil£il(f)匠団が凹庄！こ，，となる豆it1こぷづ さ>広域良屈；データん庄,,xする
・港勢関連資料（港努調査、港別資料、土地利用計画等） 3）漁湘栴殺用池利用 ~I、両デーク

・占用台帳 迩批蕊良目J虻狂l且計1OIiをiE成すゑ叫合ば、丘法主に某づ去il貝叶IIIIi疋面目データ

• 利用許可船舟データ の9E蕊わ往 う i出蕊1・ととつ工ば沖月K柑位の1l1a辺の区公ごとの色分1:t．且批浩成

• その（也 （災沓履歴、 浚渫履胆、公有水面埋立訂可申請資料他） 主たばlじ殴打迭11Eいなハッチング乞ータんエよしまれ（乍成1る
施設カルテ（乍成 新規にデークを登録する各漁港について、下記に示す各種情報を、システムに胞 の逗序1＆会迄はデータ

設毎に入力するとと もに、スキャニングによりデジタル化した各データファイルを 近i也虹土乎西日 KI7作回する迎造且比医念蕊c21・つい工！丸 漁港蕊gレ回紐)丘法
所定のフォルダに登録する。 令に蕊づ S四製愛四に虹翠 L . 此趾比ほと屈蕊のよ虹．互廷I~!;, り i虹図する
・施設情報入力（台帳記載項目、現況確認扱影写真の登録） た丸漁i釦逍＆t~主蕊点台製ん fE成したいf2令 は》 庄貶註99q！ ゴン ら スパンポ 1 ゴ

・工事データ入力 （調書記較項目） ンのEr,t1.t王喫であり、 箇＆オルソ而($Kり且氾g彫述を形虻邑データにてほ戌才ゑ
・図iliiデータ入力（施設台帳または工事実苑設計苔の図面をスキャニングにより

データ 化し登録）

・完成写真データ入）)(t事実施設計書の完成写真をスキャニングにより

データ化し登録）

• 安定計算表入力（当該胞設の安定計算表をスキャニングしてデータ化する）
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区　分 ページ 現　　行 備　考

第２部 設計-67

漁港関係工

事積算基準

標準歩掛 システム

移行に伴う

第４章 全面改定

業務委託の

施工歩掛

1400

設計業務

積算基準

運用資料-10

漁港・漁港海岸

電子台帳

整備・更新

漁港関係工事積算基準　の　改定・追加・訂正 適用年月日
（令和６年（2024年）８月１日以降積算基準日適用）

改　　定

口

名称 業務内容 名称 業務内容

漁港 ・漁港海洋平 ・漁港 ・漁港海伴平面図データ 邑 ・邑造逗＆ 邑此逍I；廿足会区蕊怠患キシスうム{5迂i炉 ゑ`叫会にit．瓜渉痘1且it主区蕊怠錢と
面図 (GIS)作成 視況確詑による計禎1結果及びオルソ画像からのトレース及び計画平面図、竣工図

皿土疋函図1:1;盛 摂蕊エゑ以下のこータを丘史フtーマットにしたがつてに喝十る Zータ皿の~’臼
等から、GIS形式の漁港 ・漁港海犀平面図データを作成し入力する。各施設 ・スパン

(J!.~料逗 Iむl にrt2位巴を明とかにエさゑ均合iふゑか2を凹遠tiけゑためのZータjEr,&ふほ某
のポリゴンデータには施設属性（胞設詫元、工事情報等）を入力する。

工迂2iiのとすゑ
・背素図データ

(51把湘悔ti（界会区撼台房データ
平面図データの背景となる地形地物（等高線、等深線、道路、河川等）、建物、

上地境界、甚準点（水準点、三角点）、空中写真、 現況確認によるオルソ画像等に 逆滋這涅は全区捻む磁iてこ怠ぶ払王いゑ丘蕊g1・ついこ、巫一去｛蕊・蕊）》笠

ついて、 GIS形式のデータを作成する。なお、これらの情報のうち、海比保全区域内 一蕊土よしよ凸のZータ作成ん往2
等の上地境界データで、発注者が指定するものについては登記情報についても入力 魚＼ほ患近面図こータ

を行う（必要な笛地の登記情報の照会は発注者が行う） ． 且I港逗化i足全迄区についふ 認追2ーが1星l!!r呵図こータ、患l!I頃i図ェータの虹孟iヒ
・区域指定デーク： 漁港区域、漁泄海炸保全区域、漁業権及び隣接する各種指定区 を行う一
域等について、告示文等から復元し、 GIS形式のデータを作成し入力する。

⑦左王函図デーと
関連データ作成 漁港事業に関連する以下の各種資料等についてデジタル化を行い、システムに入

邑悲毎に、9釘りする庄信匝岡データの夏土iしをは2
力する。

®邑 Iよ訊，• Zータ
水城竹理データ 過去の水域苑設（泊地、 航路）における浚渫工事の履匝及び

内容についてデータ作成しシステムに入力する．
年度毎のエ可実積団杏に甚づき工事毎のデータ 作成キ行う エ下閃係白i卜からエ下

深浅測量データ 既往の深浅測最結果から、等深線のペクトルデータ及び水深 妥皿.t，巾貶成図>舷匝因．は計図在、蕊ま計豆豆．完成写i”'f上北"k.z-
メッシュデータ偲則として1釦格子）を作成しシステムに入力する。 タフzイルル作惑1る 図而テータith:18’lとして虹云成g培辺＆体から必・雰なテータ
作成する深浅測黛データは最新のものとするが、砂浜城の湯 の脚Lをはうか．兄蝶総いなム 工でさない埠合1炉スキょーングにbり四土fヒする
合には、過去の海旺地形についてもデータを作成し、主要な期 関連データ作成 返1」1 k ヤ 丘吐なか咆粋 • &iik匝庄王ゃrt屯i庄むる丘区の日匹・岳団丘ttr必づ
問の地形変化状況のメッシュデータの作成を行う。 とシステムば往エータを作成まゑ

地質閥査デーク 既往の地質調査の結果から、ボーリング住状図のデータを作 (I・巳即ば釦t¢データ
成しシステムに入力する。 迄町a3代 （匝り項目》瓜．占項n)肛組閲代3王）について如 「阻虻（足全計両蒐底

底質調査データ 既往の底質調査の結果から、各謂査地点毎の底質分折データ のま~I↓蕊に柊づく 比認，点邑桔坐忍廷ゑi&L弯述及gを四巴 k > とステム梵枯デー と
を作成しシステムに入力する． ん作成すろ

その他調査デーク 波浪 ・流況四査、 水質 ・底質（化学試験）調査、各種自然棗 ⑨左蕊行塁Zータ
境調査、漂砂関連現地調査等の漁港苑設整紺に関する各種の製 左蕊岳，g（迫l塁:iサt狂烈 Iデよ3ける逸沖T.!の迅思i’ついて如、乙ステム凸紐Z-
査結果について、既往資料に基づきデータの作成しシステムに とを9出成する

入力する。 ③已迭l"l広乞ータ
委託報告書 既往の委託報告書をスキャニングによるPDFデータ、または 匹総ill羹データ 缶図匝主こは四土データj から笞深校のペク tルデータ ~ Iヤ戌する

寵子成果品データをシステムに入力する。 ①記g3じZータ
老朽化調査データ 老朽化調五（簡品項目、重点項目、詳細訓査）について、 既n：の地•貨喜l 代の結n：かt ポーリング住状図のデータを作成しシスうムに人）Jす7

「機能保全計画策定の手引き」に碁づく胞設点検結果及び現況 ③ 丘区図£Zータ
／変状写真をシステムに入力するとともに、 関連資料をシステ 蕊 ・迅近四立ン左ぼ ．底践迅返入孟の辿の丘且a然蕊蕊四E鼻ふ色践屈但i、-r§
ムに入力する。 する往邑遇江伎’!とi1必づさa ン`ステムif筵阻デーとん庄成十る

システム登録 ・調整 作成した各デークについて確認およびシステムヘ登録するとともに、各デークと関連に 的饂hggizータ
ついて適切な設定を行い、発注者のシステムにおいて正常に動作することを確認する。 匡往のゑ廷退江野皿土戌堪品、臼良l祁伍からのスキャニング PDFfータからシステ

成果取りまとめ 作成したデータペースについて、インストール用のメディアを作成するとともに、 ム{"屯用データタ作成する

入力を行った各データについて作成状況及び基礎資料を取りまとめ、報告書を作成する． システム登録 シスラムに変蕊 ・立ni胆なデータセ・と卜を態もする 住肉したデータセ・とトー
照査 入力を行った各種データについて原版と比較検証を行い、入力内容に不備が無い データ作成 式は 指定形式にて漁汎（地区）紺に摺出l 審托を依類すメ

か照査を行う。 成果取りまとめ 邸しにデータセ とヽk-庄たメZ4アiこ駆 りもと必．感 ＇しまふ訊ばi良ヱ且蕊伍つい
この砥批丑た作蕊すゑ

照査 入力を行った各種データについて原版と比較検証を行い、入力内容おLび、ンステ

ムLの必丞臼且に不偏が無いか照査を行う．
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区　分 ページ 現　　行 備　考

第２部 設計-68

漁港関係工

事積算基準

標準歩掛 システム

移行に伴う

第４章 全面改定

業務委託の

施工歩掛

1400

設計業務

積算基準

運用資料-10

漁港・漁港海岸

電子台帳

整備・更新

改　　定

漁港関係工事積算基準　の　改定・追加・訂正 適用年月日
（令和６年（2024年）８月１日以降積算基準日適用）口

1-4 積算ツリー 1-4 積算ツリー

設計業務 委 託 漁港 ・漁港海洋
岨；子台帳整偏 • 更新

漁港 ・漁 港 海 比
電子台帳整催

計 画 準 伯 漁港 ・漁港海痒
電子台帳整偽 • 更新

漁港 ・漁港海洋
電子台帳整は

計画準傭

資 料 収 集 整 理 資料収集整理

現 況 確 認 現況確認

オルソ 画像 （乍 成 且＆オ ルソ画像作成

漁港 ・漁港海岸台帳

デー タ ペース 作成

泡泄 ・漁港海岸

台帳乞二:..2'..作成

漁 池 ・

力 Jレ

漁 港 海 岸

テ 作成

漁泄 ・漁泄海炸

n子平ilii図作成

施 設カルテ 作成 関連デーク作成

漁港 ・漁港海岸平面図

(G I S) 作成

システム登録

デー ク作成

漁港 ・漁港海岸平面図

( G I S) 作成

(RTK-GPS計測 のみに

より 平面 図デー タを

作成 する 楊 合）

成呆取り まとめ

照査

関連 デー タ 作 成 打合せ 設計協議

シ
登
ス
録

テ

覇
ム
整

荘接経費 工種体系 化の予引き

業務エ隕体系化構成及

成 朱 取 りまとめ

照 査

＿打 ＿合 せ 設 計 ＿協 議

荘 接 経 費 工種体系 化の手引き

業務エ種体系化構成及
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区　分 ページ 現　　行 備　考

第２部 設計-69

漁港関係工

事積算基準

標準歩掛 システム

移行に伴う

第４章 全面改定

業務委託の

施工歩掛

1400

設計業務

積算基準

運用資料-10

漁港・漁港海岸

電子台帳

整備・更新

漁港関係工事積算基準　の　改定・追加・訂正 適用年月日
（令和６年（2024年）８月１日以降積算基準日適用）

改　　定

ロ
1-5 数量計算等 1-5 数量計算等

中 区分 小区分 ili 位 数 羞 摘 要 中区分 小区分 単位 摘要

漁港 ・漁泄海洋 計画準偉 式 漁港 ・漁港海岸籠子台帳整偏 計画準協 式

紅子台帳整紺 資料収集整理 港 資料収集整理 港-屈且；

現況確認 KID 現況確認 沸・地IX,

オルソ画像作成 池 匝五オルソ画像作成 泄-

漁港 ・漁港酒岸台帳データペース作成 港 漁港 ・漁泄海洋台帳データ作成 港-よ必；

漁港 ・漁港海r＃カルテ作成 泄 漁港 ・漁港海洋良孟王函図作成 泄-

施設カルテ作成 港 関連データ 作成 老朽化調査データ 皿
漁港 ・漁港海洋平而図 (GIS) 作成 池 水域管理＿＿（浚浪-)-＿データ 屈

漁港 ・漁港海煤平面図 (GIS) I乍成 深浅測最データ 回

(RTK-GPS計測のみにより平面図デ 港 地質関査データ 孔 l 0孔当り

ータを作成する場合） 丘且調査データ 回

関連データ 水域'i'l'理デ一ク 港 工逸咆四デーと 冊 10門当り

作成 深浅測紙データ 回 システム登録Zータ1ヤ戌 泄-

地質囮査データ 孔 成果取りまとめ 式

底質調査データ 回 照査 式

その他閲査デーク 回

委託報告書 冊 1-6 憬準歩掛

老朽化訓査データ 回 1)計画準漏

システム登録 ・調整 池

成果取りまとめ 式 計画準傭（近蕊） l式‘9tり { DHE80000 J 

照査 式 区分 単位 蕊 摘要
主任技師 I技師(A)I技師(B)1技師(C)I技術員

1-6 標準歩掛
計画準偏 式 u I u l | | 

1)計画準傭
注） 電十台帳の整傭と更新を同時に実施する場合は、 整はにのみ計上する．

計画準は（整傭） [ DHE80000】

直 接 人 件 費
2)資料収集整理

区分 数飛 単位
主任技師 I技師(A)|技師(B)1技師(C)I 技術貝

摘 要

資料収集整理（近恩） L設． J,ll).区‘iり [ DHE80100】
計 画 準 は l 式 0. 7 I l 3 I | | 

直接人件費
区分 }l1位 摘要注） 俎子台帳の整偏と更新を同時に実施する場合は、整l/,'jにのみ計上する．

主任技師 I技師(A)I技師(B)I技師(C)I技術只
2)資料収集整理 資料収集整理 淮- | o. 5 | u I | I 2 

注） 1.資料収集整理は、原則として初回協議又は中間協議詩に実施することを原則とする。

資料収集整理（整偏） [ DHE8D100】 2. 複数の箇所より資料収集を別途実抱する必要がある場合には、適宜、旅費 （技師(B)、技術只）を

区分 数籠 単位
直 接 人 件 費

摘 要
計上する。

主任技師 I技師(A)I技師(B)I技師(C)I 技術貝
資科収 集整 理 l 港 | 0. 7 | I. 8 I I 2. 5 
注） 1．資料収集整理は、原則として初回協議又は巾問協議時に実胞することを原則とする。

2.筏数の箇所より資料収集を別途実施する必要がある場合には、適宜、旅費 （技師(B)、技術只）を計

上する。
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区　分 ページ 現　　行 備　考

第２部 設計-70

漁港関係工

事積算基準

標準歩掛 システム

移行に伴う

第４章 全面改定

業務委託の

施工歩掛

1400

設計業務

積算基準

運用資料-10

漁港・漁港海岸

電子台帳

整備・更新

改　　定

漁港関係工事積算基準　の　改定・追加・訂正 適用年月日
（令和６年（2024年）８月１日以降積算基準日適用）口

3)現況確認 3)現況確認

現況確98（整は） 1 k口当り 【DHE80200J 現況確詑（近具） 1沌J也区当り 【DHE80200~0Ji.E8.Q22Ql 

名 称 形状寸法 lj1位 数蚤 摘要
ゑ 皿

蕊
皿

交 通 車 ライトバン 20 日 1.0 運 2h／就8h 七田＿• 速送誌誌
技 師 （ B ） 人 l. 0 ① 現限肪花t (QHESO~OQ) 

技 術 n 人 1. 0 ② （小見ぼ） 1.0 1.0 皿 ht且2．畑料包
雑 材 料 ％ 1.0 上記①、②を対象 (II’息長） 徘・地区 ^ I. _ f -5 . ｀ l，， ＂ふぼ叫一人比如-和閃l G p s 損 料 I『RS-RTK方式 日 1. 0 （よ艮笠｝ と 2. ． 0 II 4， ⑱湛ム~, OOOm !這

V R S 浦正情 報 ・ 通信~料 日 1. 0 （短ム凪Jal g 認 " §氾叩M衣），血区迅
扱影機器搭載UAV(,ヽ.1テリー込） 日 I. 0 蕊批伍，t（逗 9叱も出点） (DHE80~10) 矛必蕊に応じ工は h
注） 1.現場条件により、交通船による移動を必要とする場合には、 別途交通船を計上する。 -（一般） 堕 ＆ 益 i必血£な呵°庶図＆週

2 原則として、 GPS測最機、 UAV併用をぽ準とするが、施設の状況や現場条件によりUAI'の飛行が行えな （よ長｝ 廷 廷 ↓心迫汲i起 itIO迄父込」；；
い漁港においては、目地毎、特徴点毎にGPS測量機を用いた計測を行う。 マルチコプター孔位 （空梃） (DHE80220) 吋吋造・疸t}の合社延邑

3. UA¥'は、 「UAVを用いた公共設1:lil7ニュア爪案）」に準じた機体とする。 （小 • IL且長）
沖・地区，

-I. 1 -5 塁 良息．証足出OOOrnま滋

（よ且墨｝ 3. 0 6. 0 II 4，⑱珈J.謡 ，碑 i這

4)オルソ画像作成 （稔よ旦ぼl 塁 &2 II §¢没叫，のー＆滋
交通車 B （誌師Bに！3じ） ライトバン2e、運2h/就8h

オルソ画像作成（整偏） 【OHE80250J 注 迦 込． よ足の気患！含姐fほ；念む

区分 数量 単位
直 接 人 件 費

摘要 庄lI、出駄,E北1:t,{1総↓；の汽迭蕊屈証杜の合はと十ゑ
主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術只 2，邑没蕊良延長20.000或只；の患合は別途＆日によゑ -ど

オルソ 画像作成 l 港 0.6 l l ょ←以場条件により、交通船による移動を必要とする場合には、 別途交通船を計上する。

注） UAV空撮を行った場合に計上する。 1. マルチコプクーは、 「UAVを用いた公共測羞マニュアル（案）J等に準じた機体とする。

5)漁池 ・漁池海岸台帳データベース作成

4)股ムオルソ画像作成

漁泄 ・漁港海痒台帳データペース作成（整信） 【DHE80300J 

直 接 人 件 費
屈＆，オルソ画像作成g臥出． (DHE8D250】

区分 数嚢 ui位 摘要
主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術只

区分
取位 蕊 摘要

漁港 ・漁港海炸台帳
殷 オルソ画像作成 主 技 (A) 技師(B) 技師(CJ 技術只

データペース作成
1 港 0. 8 1. 4 （小中規棺） 1.0 2 ＇ 0 蜘 征長、()()(h1,:-＇肖

（大規複） 造 廷 塁 ＂出⑱囚碍gぬi遠

6)漁泄 ・漁港海岸カルテ作成 （蕊よ息笠l 廷 四 I/ ~, 000迅込よ

蕊 ％ 10 J:記の％

漁港・漁港海片カルテ作成（整Cia) 【OHE80400J 

区分 数嚢 単位
直 接 人 件 費

摘要
主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術只

漁港 ・漁泄海比

カルテ作成
l 港 0.5 1. 2 
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区　分 ページ 現　　行 備　考

第２部 設計-71

漁港関係工

事積算基準

標準歩掛 システム

移行に伴う

第４章 全面改定

業務委託の

施工歩掛

1400

設計業務

積算基準

運用資料-10

漁港・漁港海岸

電子台帳

整備・更新

漁港関係工事積算基準　の　改定・追加・訂正 適用年月日
（令和６年（2024年）８月１日以降積算基準日適用）

改　　定

口

7)施設カルテ作成 5)漁港・ 泡泄海作台帳Z二之 作成

施設カルテ作成（整偏） (DHE80500】
漁泄台板工二之．作成（新規） l t非・ 地区‘'iり 【OHE80300】

直 接 人 件 費
区分

単位
蕊

摘要
区 分 数最 単位 摘要 1漁 目台帳データ作成 主任技師技師⑭ 技師(B)技師(C)技術只

主任技師 技師（A) 技師(B) 技師(C) 技術R （小巾印搾） I 0 I 5 3 0 佑咬征托4OOOrtT<浪i
胞設カル テ 作成 1 港 0. 7 1. 9 3.0 （大知樽） 悲・hJ叫文 I 5 2 0 4 5 11 4 OOOn以 1-8,OOOn七沼

（蕊よ塁屈l 塁 4．9 .0 & II g，凶迦どit.20.oog日未沿
8)漁港 ・漁．港海作平面図 (GIS)作成

洲港海岸保全区域台帳Z二之し作成(ifr規｝ l lX均` りり { OHE80400 ] 

漁池 ・漁港海枠平面図 (GIS)作成（整偏） (DHE80600 J 区分 数浪

直 接 人 件 費 皿 t漫迂；ーとiヤ蕊
単位
主任桟菊因坪(}.)掛海0)因海(C)技術只

適要

区 分 数量 単位 摘要
（一般）主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(B) 技術貝

区蕊
廷 &L 坦 躊 9正g.四 ム工かつ10岳誌迫

漁港 ・漁港海比 （よ邑蕊｝ 0. 7 1.0 2. 0 皿 !'邁l、凶碑まなば10蕊・叱`人し

平面図 (GIS) 作成 1 港 0.6 l. l 

よと，漁港 ・泡t巷海枠筵土平而図作成

漁泄 ・漁港海作平面図 (GIS)作成（整偏） 漁池3しと平而殴f乍成（新認） ．li& ・槌且遠り L D抵§毀99i 
(RTK-GPS計測のみにより平面図データを作成する場合） (DHE80601 J 区分 蕊

直 接 人 件 費 近週g:t‘l咆迂ii乍戌
単位
主 暉 (A)暉 03)暉 (C) 暉 n 摘要

区 分 数量 単位 摘要
（小出旦屈l主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(B) 技術貝 廷 L＇ O 迄延長4．叩hi呼凋

漁港 ・漁港海岸
（大規搾） 造 1.0 1.5 /I 4四人8anl芍出

平面図 (Gl S)作成 1 港 0.8 l. 4 （特ヤ大印ぼ） 2.0 3. 0 /I 8.(珈以ヒ20.000n和関

水域挽殻データ作成 港・灼区 ふ必惑に1芯1・ヤ計 1-.0 3 I 0 

9)関連データ作成
要喝錢諌蕊~I喝頓ほスタ（狂図 造4エ

0̀― • 5 -1._ 9_-5 ＿ ．を必喪,- 応 じ 又fJ• し

漁港海岸瓜よ；平而図f乍成（新息") ↓ほ吠蕊1J iQ抵§9§99i 
関連データ作成（整偏） 1港当り [ DHE80701 ~ DHE80707】 区分 蕊

直 接 人 件 費 幽色念廂呵十‘迎四i切＆
単位
華呻i(A)暉 i(B)暉 i(C) 輝 閲

摘要

区 分 数量 lli位 摘要
主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術只 （→般）

皿
0. 3 0. 5 ~,環L 000t以下かつLO庖没I蝸

水城管理 デーク 1 港 0. 7 l. 6 （大旦塁） 1.0 I. 5 碑翠I.()(X)r超まt-It10寧 J.J:

深浅測址 データ
I 回 0 3 l. 0 

（砂浜域 ） 7)関連デーク 作成

深浅測誠 データ
L 回 0. 3 l. 2 関連データ庄蕊 辺滋U [ QH&,80701 ~ QH~8070§ >

（岩随域 ） 直接人件費
区分 ljj.9立 摘要

地質調査 データ I 0 孔 0. 2 0.6 主任技師 技師(A) 臼卸(B） 横釈c） 技術貝
底質調査 デー タ 1 回 0. 2 0.5 老朽化調査データ 甘莉 0. I 0 2 

その他悶査デーク 1 回 0 2 0.6 水坂管理 （浚渫） データ 向 0 2 0 3 

委,~ 報告書 1 0 冊 0. 1 0.4 深浅測紙データ 回 0. 5 L.0 

老朽9ヒ四査データ 1 回 0. 6 l. 4 
地質謂査データ 孔 0. 2 塁 汽dO孔‘liり

注） し 底質調査、その他調査は1閃査＝1回としてカウントする (exI件の委託で春、秋に訓査を行っている
皿 謂査データ 回 廷 I 5 

匹伍h＆坐Zータ 冊 0. I 0 2 ・f-10冊当り
揚合は2回、調査地点数は問わない）

注）1.底質謂査、 その他調査は1調査＝1回としてカウントする-
2.老朽化調査デークは、簡易輝査（簡易）、簡易調査（頂点）の実胞回数合計として計上する。詳組囮

(ex l件の委託でか、秋に輝査を行っている場合は2回、謂査地点数は1閉わない）
査は単独で実施 した場合のみ計上する。

2.老朽（ヒ調査データは、 簡易調査 （簡易）、簡易謂査（重点）の実施回数合計と して計上する。

詳細調査は単独で実施した場合のみ計上する。
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区　分 ページ 現　　行 備　考

第２部 設計-72

漁港関係工

事積算基準

標準歩掛 システム

移行に伴う

第４章 全面改定

業務委託の

施工歩掛

1400

設計業務

積算基準

運用資料-10

漁港・漁港海岸

電子台帳

整備・更新

改　　定

漁港関係工事積算基準　の　改定・追加・訂正 適用年月日
（令和６年（2024年）８月１日以降積算基準日適用）口

10)システム登録 ・調整

システム登録 ・調幣（整傭） [ DHE80800] 

区分 数量 単位
直 接 人 件 費

1摘要

主任技師 I技師(A)I技師(B)I技師(C)I 技術只
システム登録 ・調整 I 港 I o. 2 I I 0. 6 I 2. I 

I I)成果取りまとめ

成果取り まとめ（整（位） { OHE80900) 

区分 数量 単位
紅 接 人 件 費 | 摘要

主任技師 I技師(A}I技師(B)I技師(C}I 技術只
成果取りまとめ I 式 1. 0 I l. 0 I I 2. o I 2. o 
注）電子台帳の整傭と更新を同時に実施する場合は、整卸このみ計上する

1 2)照査

照査（整偏） [ OHE81000] 

区分 数量 単位
直 接 人 件 費

主任技師 I技師(A)I技師(B)I技師(C)I 技術R
I照 査 1 式 1. o I | I l. 5 
注）照査は3回の実胞を標準とする

1-7 設計協謹

初回｀納品肉の2回を標準とし、特別の理由により必要な場合には中間協議を計上する。

上木事業委託積算基準（設計編） ［l］設計業務委託積算茄準を適用する。

l-8 事務用品費

| 摘要

事務用品費は、直接人件費の 1.0％を標準とする。 （ただし、照査、設計協議の人件費は除く）

1-9 報告書

報告書の寵子納品及び印刷 ・製本に要する費用は、 「土木事集委託積算基準 （設計編） ［9］設計業務等

委託積算基準 1-6 電子成果品作成費」により算出する。

餃計ー72 368 

ゑ システム登録デーク作成

システム登録デーーク作成（舒規） ――-------------

ノステム登こ ュ ユ I港二巨面門9悶で1言
共 成果取りまとめ

成果取りまとめ（新規）

区分 単位
直接人件費

成果取りまとめ I 式 I門7|-？|曲(B)|-？|て
注）籠＋台帳の整偏と更新を同時に実胞する場合は、整偏にのみ計上する-

よ＆よ．照査

照立（豆蕊）

区分
直接人件費

単位 l並丑癖旧師(A)|暉 （B)|暉（C)|醐 f只
照査 式

注）照査は3回の実施を楳準とする-

1-7 設計協謙

1.0 I. 5 

よ土木事業委託積算基準 （設計褐） ［1］設計業務委託積算基準J...を適用する。

[ DHE80800 ] 

摘要

【DHE80900] 

摘要

【DHE81000] 

摘要

初回、納品時の2回を慄準とし、特別の理由により必要な場合には中間協議を計上する。

1-8 事務用品費

事務用品費は、ば接人件費の l.0％を標準とする。 （ただし、照査、設計協議の人件費は除く）

l-9 報告書

報告書の電子納品及び印刷 ・製本に要する費用は、

「土木事業委託積算基準 （設計編） ［1］設計業務等委託積算基準 1-6  電子成果品作成費」によゑ-

1-10 咽子9t．環伎用料
釘十計m隈使用和ふ以下を愕準とする
血 I 皿

更ーーク＼t紐祇耳絆費

瓦

IP. pwや行手攻料

皿
o゚, 
玉

蕊

慕 坐 選
6. 5 汽逸~/生内の主

300. 000 良殷延足の合計
L 400 000 （海ti'を含む

L 
．データ t 「1)1 ,l 伐 ヽら「)_.ステム 1 —•ーク勺代 の

直接人仲費ん対役とする

‘.”・？ギの"1.:-mらかい ． ，） 口 の 芹叶 5,‘、 かっい＾ t,．y すろ

3上 — IP-:PB'発行手故tiが下喫)- なった培今9士、 mt咬虹で放工するこ )-
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区　分 ページ 現　　行 備　考

第２部 設計-73

漁港関係工

事積算基準

標準歩掛 システム

移行に伴う

第４章 全面改定

業務委託の

施工歩掛

1400

設計業務

積算基準

運用資料-10

漁港・漁港海岸

電子台帳

整備・更新

漁港関係工事積算基準　の　改定・追加・訂正 適用年月日
（令和６年（2024年）８月１日以降積算基準日適用）

改　　定

口

2 漁港 ・漁港海岸電子台帳更新 2 漁港 ・漁港海岸電子台帳更新

2-1 適用範囲 2-1 適用範囲

本項は、漁港 ・漁港海摩の霞子台帳システムの更新を行う場合に適用する． 本項は、漁港 ・漁港海岸風子台帳システムの工ニム更新を行う場合に適用する。

なお、本自提ば（公社）令臼漁培漁虫邑会が選裳する「漁没氾槌ク22ドシステム!以 凡 システム）J
2-2 業務内容 ん坦貝していゑ

システムの構成要素である漁港・漁港海洋平面図 (GISデーク） 、泡港 ・漁港海岸カルテ、柘設カルテ及び

関連データについて、各種安料および現況確認からデータを更新修正し、システムヘの昼録を行う。
2-2 業務内容

なお、 本システムで利用するソフトウェアは、 Cadcoap辻のSISAct i veX• (Yer6. 2、l'er7.0、Yer7.I)を
システムの情成要素である漁港 ・漁港海岸平面図ゑ廷関連データについて、各種資料ゑび現況確認から

基本としてカスタマイズしたものである。
データを更新修正し、システムヘの登録を行う。

庄成する汝叶のI囁且)屈伍の江組についてIt、（公社｝念日節、此漁叫民会が延めゑ 「逸浸信駿ク'.22ド

2-3 作業区分 シ＆テム史蕊昂翌に閃エゑ翠蕊翠姐i33kg ri急浅捷餓222Eとるぇム鋲餞デー2殿但蕊狂特起は速豆
！こ［直良ナゑ

名称 業務内容

計画準偏 業務の目的を把趾した上で設計図吝に示す業務内容を確認し、業務計画書を作成
2-3 作業区分

する。

資料収集整理 データペースに入力する各種情報の甚礎となる資料について収集整理を行う。収 名称 業務内容

集整理を行う資料は以下のとおりで貸与とする。
計画準偏 業務の目的を把握した上で設計図書に示す業務内容を確認し、業務計画書を作成

なお、各種貸料の貸与 ・返却は、打合せ時に直接渡し、あるいは郵送等による送
する．

資料収集整理 システムに入力する各種情報の基這となる資料について収集整理を行う。
付を基本とする。また、収集する資料の内、亀子データが存在するものについて

収集整理を行う資料は以下のとおりで貸与とする。
は、虹子データ (Excel、Word等）を基本と し紙媒体資料の収集は不要とする。

臼料のほ午 ・設htit巴土データを日生とする なお印gll践総giけのgヶ ・送却は
［資料］ 協議時の市榜濡 I あろ いは下配便下に ）立サti•f キ某本とすろ

漁港台帳、漁泄施設台帳、深浅測最図、各種訓査資料、 t事設計雲、安定計算書、 現況確認 ヨ溢辻公邑趾において≫以下の弘区砿；＆iに足を送迄する

委託報告書、その他デークの更新に必要な資料 ①具他防花 (6hgg」n・褪1)
現況確認 対ぬ漁港において、データ更新が必要な施設について、漁港 ・漁港海伴屯干台帳 6¥'SS図急患と且いト主 ・とトワーク 翌RIK互必1・b 2, lf:.,e{＆認'iei!H痘＆総主岳

整偏における現況確認（乍業に準じて、 現況確認（乍業を実施するものであり、更新対 戯の王而賑拭＆廷よ芍臼のtt図たt了2

＆施設を含む適切な範囲について簡易オルソ画像を更新するため、 UAVによる複数
②現地防代（写其船影）

方向からの空扱を行う．
デジタルカメラ互にJ;2把造岳息の丑五最影を行2 なお、＇比互ば自サ4ズは
2560X 1 920をJ!i! B1J ~ し , k さ 5 岳§苗 しない k2窟汽する

なお、これらの作業のうち、位置座標の計測については、原則としてl級GPS測嚢
甜造店£蕊設ェあゑ外迎 ．低屈蕊gゑび痘此('i¥念庶忍伍ついてIt．蕊良主体／iクik

機を用いたVRS-RTK方式により行うこととする。
＆廷也必＄般殴がわなゑし汎こ出認会凪幽甑瓜U叫ら屁終、点な2の丑壮ん且3乞丈ゑと

また、 現況写真の掛影については、 100万画索以上のデジタルカメラ（保存画像 ともr、スパン毎のワ頁シ捲影する
ファイル：1280X960ビクセル）により行うこととする。 迄限椴舷＆忍のう己，水i＆蕊出且良且ほ主，iI阿 の丑tとなる辺践1・ついてit花

修正オルソ画像作成 UAVにより扱影した写真から、地上分鮮能3cm程度のオルソ画像を作成する。 設主区丑瓦ゑび＆ぶ¥ふ 2蕊＆こ・打：：：丑衣批彪をほ う
漁泄 ・漁港海烙台帳 漁港台帳、漁港施設台帳、 漁港海岸区域台帳、漁泄海洋保全施設台帳について、 迎港比屈且蕊ミ邑速匹迂名が且『ら 四口んgぅを築臼ざ丘日漁3凹i貞且臼)迅’tど
データペース作成 データ作成、直近のデータ更新以絡のデータをシステムに、追加 • 更新する。 n尻杭路問模万他行植肋疫喜宏全双 ．灯憫，漁汽原点、工亨応1l点について
漁港 ・漁港海岸 漁港 ・ 漁港海岸カルテに入力されている F記のデータについて、追加 • 更新を行う 。

け、＿招設全張及び情汎 ・柏徴のわかる写真を捐影する

カルテ作成 ・事業計画関連資料（特定計画資料、長期計面資料、費用対効果分析資料、機能保
③マルチコプター』？J•J[l （空捐）

迄且滋臼令域の凪凸オルソ炉立を作成するよめ>マルチコプ乞ー ・!.aV蕊にと
全計画書他）

ゑ交史2五追足と豆2
・港勢関連資料（港剪調査、港別資料、土地利用計画等） 屈品オルソ画像（乍成 マルチコプターft州で屈匝しト蕊包↓2.7.g肌1丞ソフトウ tアと目いこ祖iや区
・占用台帳 均主捻の固込3ルソ呵Bん作成十ゑ 匝＆広ルソ呵臼の作速にあなつこitCNS泣は
• 利用許可船舟データ itllt;-行った計測点ん9f定点と tて空捐[ti,i像の船析／ム成を行う

• その他（災宙履胆、浚渫履肛、公有水面埋立許可申請資料他）
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区　分 ページ 現　　行 備　考

第２部 設計-74

漁港関係工

事積算基準

標準歩掛 システム

移行に伴う

第４章 全面改定

業務委託の

施工歩掛

1400

設計業務

積算基準

運用資料-10

漁港・漁港海岸

電子台帳

整備・更新

改　　定

漁港関係工事積算基準　の　改定・追加・訂正 適用年月日
（令和６年（2024年）８月１日以降積算基準日適用）口

名称 業務内容 名称 業務内容

飽設カルテ作成 施設カルテに人力されている施設データのうち、変更があった苑設について、下 玉玉区立—Zに成 システムi12且これているZークを墨訊するこめ，区1凸しと逗社ゑば以＆竹区四
記に示す各種情報を追加 • 更新するとともに、スキャニングにより デジタル化 した

托桔梵から甲新に必要ft更新用のデータを作成する
12 l~/i!肘姐殴庄蕊

各データファイルを所定のフォルダに登録する。 所凪データ哀is．主なは1且回図近込はiこ実蕊まかな工疋紙のZ-2伍蕊を迂2
・施設情報入力（台帳記敏項目、 現況確認掛影写真の登録） 収蕊KヤT．事隈品虹訟と―Iご王王砥凶aば患馳画出阻匝担>釦 tuょ心安底此屈
・工事データ入力 （調書記載項目）

宜、 字成写頂を誼千化し テータファイルを作成する

2這蕊総墨近拭没臼蕊
・図面データ入力 （施設台帳または工事実胞設計書の図面をスキャニングによ り r．烹且歴姐殴i-i・屯lbと云成T,烹》ゑの他蕊肉I-bり．邑滋tti総r沿力ふ剖除．
データ 化し登録） tたば立枯位筵の住正を江う必啜がある哀但について、自総ua細iがの翠所データと
・完成写真データ入力 （工事実施設計書の完成写真をスキャニングによ りデータ 作成するとともに、増激"/ti→l.1氾する
化し登録）

父鯰ま払工いゑげ生近i!ii且宏瓦辻亙去．玄底計E＆ その比逍i告註豆芥屈，
はeウ冗宜テータの更新が必喀な坦合は テータを作成する

• 安定計算表入力 （当該施設の安定計紅表をスキャニングしてデータ化 し登録） :~~の他 翠近拭筵（か＄
漁港 ・漁港海炸 樵港 ・漁港海炸平面図データについて、必要な箇所の更新を行い、システムに入 瓜蕊計刺ざゑ2釦,~t 屈［の改瓦等込 丁，事は梵認処．蕊良夏近迅俎迄廷に記造怠餞
平面図(GIS)作成 力する。 記戴項fl以外のむJR情報Iウが更が生じナ坦合「 ‘y，写なテータを作成すブ

の足函図翠近データ紐成
・漁港 ・漁港海岸紺設（建設もしくは撤去した施設） 已fikgt孟平瓜凶の延屈が必蕊なも合ドit．弘区臼認絃限．区坐区廿蕊i・玉づさシ
※現況確認データ、 漁港平面図、 竣工図等を使用 ステムに{f紐されているGIS形式の節港町子J四而図テータの{f“”

• 各種区域指定、 土地境界等 5)水絞序成チータ 作成

出蕊蕊且屈囲和 糾雄 まtit変墨1ゑ投令に！丸忠庄ギより逸患ま凸ゑ迫此航
関連デーク作成 漁港事業に関連する以下の各種資料等についてデジクル化を行い、システムに

践;止！拉虹艮よ唸よ凸え払の屁風が児践ii乙なる立£kiiぷづさ如必均蕊逗デー名た
入力する。 作成主たは1而すつも

水域管理データ 水域施設（泊地、航路）における浚渫工事の情報について '6)£,拇廃慇目漿利男thlIi乞ータft;戌
データ作成を行い、システムに入力する。 I且廷シスこム1-i色渉互む以』地互il且孔両と辿旭？＂ta.tとは江伐これこいる沖造

哀i切用判蕊利用 ~t1h"データに弯図が生 じた埠今It）丘法令に必づさilglit両ヱ画図
深浅禎l羞データ 深浅測量データ （図面または電子データ）から、笞深線のペ データの，n/Jn 住正を行う

クトルデータ及び水深メッシュデータ（原則として!Om格子） J泣逗伍（呈会出位データ
を作成し、システムに入力する。 肱とス乙ム1つ毎必 （品令蕊殿デーとをil.11且gg,>まとはよ且ばータ」□蕊涎が生と

tこ坦令 にはa包迂蕊磁レii蕊 各法合に＆づ5函翌翠四に塁蕊し)近設蕊区レ阻紐
地質調査データ 地質訓査の結果から、ボーリング住状図のデータを作成 し、

(/)£ >よ法iil:2足近目の追足デーとを庄蕊工ゑと ととjこ>削料涙＆底主区虹む
システムに入力する。 校茫載内容の＇苓正 ．iI'1加を行う

底質潤査データ 既往の底質閃査結果から、調査地点毎の底質分折データを 関連データ作成 収蕊し↑ii礼から;漁蝕．塗蕊逗虻烹芍に閃igする丘民の翌立・屈丑g社に必づ
作成 し、システムに入力する。

きシステム追加登几テークを1t成する
(E送区釦t「I逸蕊 ・逸没混民霊え自鰻疏鑓lに1：ゑ

その他関査データ 波浪 ・流況閥査、水質 ・底質（化学試験）調査、各種自然只 12~朽に屈五手ータ
境詞査、 潔砂関連現地詞査等の漁港施設整偏に関する各種の四 2)必蕊管且zータ
査結果について、既往資料に基づきデータを作成し、システム 屯蕊i狐UゑZータ
に入力する。 (4~批区迅匹プータ

Q丘邑迅じZータ
委託報告書 既往の委託報告書をスキャニングによるPDFデータ、または 6)棺務成＇I~テータ

龍子成果品データをシステムに入力する。 シスアム狂録 fE成した逗新用データー五紀墨近＆逗近Zータにレり主レめ》立枯ん饂四工ゑ
老朽化輝査データ 老朽化関査 （簡易項目、瓜点項目、詳細閥近）について、 データ 作成 辺え悲狂鯰テーク迄込

「機能保全計画策定の手引き」に甚づく 施設点検結呆及び現況
逗近瓦！こ蕊づふ災氾台投に問3ゑ裏近データルZータペース！こ迄註すゑ
唸玉王退歴Zータ況鯰

／変状写真をシステムに入力するとともに、 関連資料をシステ 坐近とに函づふ エ王L9屈i目糾に閉する返近データんZータベースに猛g:tる
ムに入力する。 (3)シスラム迂駐データ作成

システム登録 ・四 作成した各データについて確認およびシステムヘの登録を行い、 各データと関連
止蕊Kヤァータベースファ4Iレと延近Zーク しも 「システムデータiE蕊．逗殴

整 について適切な設定を行い、発注者のシステムにおいて更新を行ったデータ及び既
の王1liこ殴い、 墨近目のこータセットと摂蕊したiゑ‘WEB厖式のデー2に恋送L
システム1-荘Qする

往登録済データの全てが正常に動作することを確惚する。 成果取り まとめ (E成 したデータセット -ti;キメデ1.アに取 り主レめらが辻＆誌よ廷（乍沢臼亙につい
成果取り まとめ 作成したデータペースについて、インストール用のメディアを作成するとともに、

ての報告1”:,¥,9乍成する
照査 入力を行った各種データについて原版と比較検証を行い、入力内容おI：ぴシスプ

入力を行った各データについて作成状況及び基礎資料を取りまとめ、 報告書を作成する。
ム上の表示内容r不傭が無いか照査を行う。

照査 入力を行った各種データについて原版と比較検証を行い、入力内容に不はが熊い

か照査を行う。
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区　分 ページ 現　　行 備　考

第２部 設計-75

漁港関係工

事積算基準

標準歩掛 システム

移行に伴う

第４章 全面改定

業務委託の

施工歩掛

1400

設計業務

積算基準

運用資料-10

漁港・漁港海岸

電子台帳

整備・更新

漁港関係工事積算基準　の　改定・追加・訂正 適用年月日
（令和６年（2024年）８月１日以降積算基準日適用）

改　　定

口

2-4 積算ツリー 2-4 積算ツリー

設計業務委託l~ ・ 泡港海岸
霞子台帳整備 • 更新

漁港 ・漁港海比

祖子台帳更新

即準傭

集整理

況確認

ソ

成
レ,'
 
作

才

像
一

正

漁港 ・泡港海浮台帳

データベース作成

漁港海炸

テ作成

ルテ作成

漁港 ・漁港海岸平面図

(G  I S) 作成

タ作成

設計業務委託 漁港 ・涜．i悲海岸
霞干台帳整備 • 更新

漁泄 ・漁港海作

阻子台帳更新

ス テ ム1 旦 打合せ

録 製 整

まとめ1 日 直接経費

云l

打 合 せ日 設 計 協 譲

直 接 経 費L_」エ種体系 化 の手引き
に務工種体系化構成表

計画準偏

資料収集整理

現況確認

匝長オルソ詞像作成

品本更一新デーク作成

関連データ 作成

システム登録

＝ータ作成

成果取りまとめ

照査

設計協鵡

工II体系化の手引き
業務エ種体系fl::構成表
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区　分 ページ 現　　行 備　考

第２部 設計-76

漁港関係工

事積算基準

標準歩掛 システム

移行に伴う

第４章 全面改定

業務委託の

施工歩掛

1400

設計業務

積算基準

運用資料-10

漁港・漁港海岸

電子台帳

整備・更新

改　　定

漁港関係工事積算基準　の　改定・追加・訂正 適用年月日
（令和６年（2024年）８月１日以降積算基準日適用）口

2-5 数量計算等 2-5 数量計算等

中区分 小区分 単 位 数 量 摘 要 中区分 小区分 単位 摘要

漁港 ・漁港悔炸 計画準は 式 漁港 ・漁港海比籠子台帳更新 計画準偏 式

電子台帳更新 資料収集整理 港 資料収集整理 港.:..1l!逗:
現況確認 港 現況確認 港-批品

修正オルソ面位作成 港 屈ムオルソ画像作成 港-批足；

漁港 ・漁港海煤
港

役が図匝データ作成 港-典必；

台帳デークペース作成 関連データ作成 老朽化調査データ 皿
漁港 ・漁．港海煤カルテ作成 港 水域管理 （浚渫）データ 回

姥設カルテ作成 工事 深浅潤量データ 回

漁港 ・沌港海岸平面図(GIS)作成
港

地質輝査デーク 孔 101L当り

丘息＇関査データ 回

関連データ 水域竹理データ 回 直廷盛］ほズータ 冊 10冊‘り り

作成 深浅測量データ 回 システム登録データ作成 港-雌必”

地質調査データ 孔 成果取りまとめ 式

底質田査データ 回 照査 式

その他調査データ 回

委託叡告書 冊 2-6 憬準歩掛

老朽化調査データ 回
l)計画準偏

システム登録 ・詞整 港

成果取りまとめ 式 計画準備｛更新） Lべ'liり＿ [ DHE81100】

照査 式 返
区分 .1:j1位：

主任技師 技師(A) 技師 (B) 技師(C) 技術只
摘要

2-6 憬準歩掛 計画準伯 式 0.5 0.． 5 

l)計画準偏
注）データ更新のみの場合に適用する＿

計画準偏（更新） (DHE81100 l 

直 接 人 件 費
2)資料収集整理

区分 数黛 単位
主任技師 1技師(A)I技師(B)I技師(C)I 技術貝

摘 要

0. 7 | o. 7 | I 
資料収集整理（更新） [ DHE81200】

計 画 準 偏 l 式 | 
返

注）デーク更新のみの場合に適用する 区分 l:j1位 摘要
主任技師 技師(A) 技師 (B) 技師(C) 技術只

2)資料収梨整理
資料収集整理 & 益 L 
鍬舷住区札のてt巴・臥i入 止 &2 塁 ま10!:l;::iり

資料収集整理（更新） (DHE81200 l 注） 1．資料収集整理は、 原則として初回協譲又は中間協議時に実施することを原則とする。

区分 数最 単位
直 接 人 件 費

摘要
2.頂数の箇所より資料収集を別途実厖する必妻がある場合には、適宜、旅費 （技師(B)、技術貝）を計

主任技師7技師(A)7技師(B)l技師(C)I 技術只 上する。

資 料収集整理 1 港 I o. 3 I I | 0. 6 
注） 1．資料収集整理は、原則として初回協磯又は中間協議時に実施する ことを原則とする。

2.複数の面所より資料収集を別途実胞する必要がある場合には、適直、旅費 （技師(B)、技術貝）を計
上する。
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区　分 ページ 現　　行 備　考

第２部 設計-77

漁港関係工

事積算基準

標準歩掛 システム

移行に伴う

第４章 全面改定

業務委託の

施工歩掛

1400

設計業務

積算基準

運用資料-10

漁港・漁港海岸

電子台帳

整備・更新

漁港関係工事積算基準　の　改定・追加・訂正 適用年月日
（令和６年（2024年）８月１日以降積算基準日適用）

改　　定

口

3)視況躙認 3)現況確認

現況確認（更新） 1港当り 【DHE81300J 現況確認（更新） l港-追且；当り 【DHE81300、DHE81305】

名称 形状寸法 単位 数量 摘要 放景

交通直 ライトバン 2e 日 0.8 運 2h／就8h 
ゑ 追

主任棧店 送近凶．技皿埠技
造

技師 (8) 人 0.8 ① 図箕出且m'S泣1前」•2旦虻影 と 廷

技術n 人 0.8 ② マルチコプターは喪」 （岱褪）

雑材料 ％ 1. 0 上記①、②を対＆ （小史凪屈i 陪・地区 1.． 5 3. ・ 0 蕊即迅4,000rnl辿i
GPS損料 l'RS-RTK方式 日 0.8 （大規搾） 3. 0 6. 0 /I 4.000m以上8印釦未滋

YRS補正情報 ・通信料 日 0.8 （特..lfllft¥ 4. 0 8.0 /I 8．叩ゎ以上20．叩h和畠

扱影機器搭載UAI'（パッテリー込） 日 0 8 交通車 日 （技師Bに同1',) ライトバン加、運2h/就8h

注） 1.現場条件により、交通船による移動を必要とする場合には、別途交通船を計上する． 込 蕊 込 よ足の•,..!!!!8退iiと広は
2. UAV空扱未実施の漁港について、更新時に初めて空掛を行いオルソ画像を作成する揚合には 庄し 1 ・蕊点糾誌は台鯰 hの節趾庶2レ巴造逗伍蕊gの延長の令社レiる
「1 漁港 ・漁港海岸台帳整漏 l-6 憬準歩掛 3) 現況確認（整備）」を用いる． 2 蕊g{,t誌20,oool!I込 しの凸合は別途見ぽに Lろ；｝
3.原則として、 GPS測呈機、UAV併用を標準とするが、苑設の状況や現場条件によりUAVの飛行が行えな ょ．空撮未実姥の漁泄について、更新時に初めて空損を行いオルソ面像を作成する場合には

い漁港においては、目地証、 特徴点毎にGPS測址機を用いた1!-1•測を行う。 「1 漁港 ・漁港海岸台帳整債 1-6 憬準歩掛 3) 現況確認Q且む」を用いる。

なお、UAV空訳を行わない湯合は、扱影機器搭載UAV（パッテリー込）の計上は不要。 .J.9浚渫のみの工事、 附属工 （防舷材、滑り材等）、 形状変更を伴わない維持浦修工事

4.浚渫のみの工事、 附属工（防舷材、滑り材等） 、形状変更を伴わない維持補修工事 （消耗品交換、 絨装補修~}の場合は現況確詑を計上しない。

（消粍品交換、維装浦修等）の場合は現況確認を計上しない。 .§...デーク更新においては、原則として更新対象施設の（全体あるいは一定の構造取位毎）完成時に

5.データ更新においては、原則として更新対象胞設の（全体あるいは一定の構造単位毎）完成時に 現況調査を行うことを楳準とする。 （胞餃の延伸途中、暫定施工時は現況確認を行わない。）

現況調査を行うことを標準とする。 （施設の延伸途中、暫定施工時は現況確認を行わない。）
.ft..現鳩条件により、交通船による移動を必要とする渇合には、 別途交通船を計上する。

6. UAVは、 「UAVを用いた公共測葦マニュアルほ）」に準じた機体とする．
7 マルチコプターは、 「UA¥'を用いた公共測嚢マニュアル（案）J等に準じた磯体とする。

4)修正オルソ画像作成
4)餓品オルソ圃像作成

修正オルソ画像作成（更新） 【DHE81310] 簡見オルソ面像作成（更新） [ DHE81310】

区分 数羞 lμ｛立
“接人件費

撞i要
区分

単位 蕊 摘要
主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術只 匝＆オルソ画像作成 主任技師 技師(A)技師(B)団罪(C) 技術只

修正オルソ画像作成 1 港 0. 3 0.5 
U.、中規搾） 1.0 2.0 梵延長4• OOOr.t ほ倍

注） UAI'空扱を行った場合に計上する。オルソ画像未作成漁港について、 更新時にオルソ画像を初めて作成
（大規樗） 速土 I. 5 4. 0 91 4,000t,以卜BIOOOt,1逍滋

する場合には、 「1 漁港・ 漁港海岸台帳整償 1-6 環準歩掛 4) オルソ画像作成（整備）」を用いる。 （蕊よ凪笠） 2.0 6. 0 /1 84区迦込K
雑材料 ％ ) 0 1:記の％

5)漁．港 ・漁港海枠台帳データペース更新 注） マルチコプター計喪！を行った場合に計上する。オルソ画像未作成漁港について、更新時にオルソ画像を

漁港 ・泡港海伴台帳データペース作成（更新） 【DHE81320J 
初めて作成する場合には、 「1 漁港 ・漁港海岸台帳整傭 1~ 憬準歩掛 4) オルソ画像作成（舷良）」
を用いる。

区分 数量 単位
虹接人件費

摘要 5)＆よ足虻Zータ止蕊
主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術貝

蕊よ図近乞ータ 庄成 l造 ・批区自 り 【DHE81320】

漁港 ・漁港海煤台帳 故最
1 港 0. 1 0.2 区分 単位 摘要

デークペース更新 主任技師 技 (A) 技師(B)技師(0技術n
「烹艮）じ姐思i逗 工 込 ＆ "tlOT氾‘liり

6)漁泄 ・漁池海化カルテ更新 拾殷更新情製作成 皿 込且 0. 5 ふ•IOT. *‘ltり

漁港 ・泡港海悴カルテ作成（更新）
その他ば近虹患に蕊 i悲•閲 込 o. ． 5 ・r-10C烹当り

【DHE81500J t.ilii図逗近乞ータ9E成 泄•印 o. 2 0. 6 必巧に応 じ工はヒ

区分 数量 単位
旺接人件費

摘要 ーよ蕊堕gデータ(m,g i柑•喝 0. 3 1.0 

主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術只 漁沸祐浪用即ルJ用計19,iデ←•夕作成 糀 •印． 0. 5 I. 5 

漁港 ・漁港海煤 痘且（＆会庶屈 区蕊 塁 逗 必咲に応 じ工l!tよ
カルテ更新

1 港 0. 2 0.4 
即 データ I<(t成の漁泄 （地区）へ追加する坦合は箭規咬（qを滴用する
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区　分 ページ 現　　行 備　考

第２部 設計-78

漁港関係工

事積算基準

標準歩掛 システム

移行に伴う

第４章 全面改定

業務委託の

施工歩掛

1400

設計業務

積算基準

運用資料-10

漁港・漁港海岸

電子台帳

整備・更新

改　　定

漁港関係工事積算基準　の　改定・追加・訂正 適用年月日
（令和６年（2024年）８月１日以降積算基準日適用）口

7)胞設カルテ更新
よ）関連データ更新

施設カルテ作成（更新） 【DHE81600】 関連データ 作成 （墨近） ig逝m21~辿誌119§ J 

区分 数紘 単位
直接人件費

摘要 区分 ih位 虹接人件費
摘要

主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術員 主任技師 技師(}.) 技 (B) 技 (C) 技術R

施設カルテ更新 1 工事 0. 1 0. 3 老朽化国査データ 皿 0， • I ＆ 
水域管理 （浚漢）データ 凹 0. 2 0. 3 

g)漁港 ・漁港海洋平而図 (GIS)更新 深浅測量データ 回 廷 -1.9 -0 

漁港 ・漁港海比平面図 (GIS)作成（更新） 【DHE81400】
地質製査データ 孔 0. 2 0 5 禾10:ll,当り

直接人件費
丘且訓査データ 回 益 廷 z.・蕊且週む合も‘

区分 数量 単位 摘要 匹迄ょ＆組デー タ 冊 0. I 0. 2 ※10冊当2
主任技師 技師(A) 技師(8) 技師(B) 技術貝

漁港 ・漁港海岸
注） 1．底質調査、 その他調査は1調査＝1回としてカウントする。

l 沌； 0. 1 0.4 (ex I件の委託で春、秋に調査を行っている場合は2回、 謂査地点数は問わない）
平面図 (GIS)更新

2.老朽化調査データは、簡易調査（簡易）、簡品謂査（煎点）の実施回数合計として計上する。

注）漁泄・漁港海煤平面図(GIS)の更新を行わない場合は計上不要
詳細調査は単独で実施した場合のみ計J::する。

9)関連データ更新
ょとシステム登緑データ促成

システム登録Zータ」勺蕊ぼぼt) [ DHE81800～1)1E81830 J 

関連データ作成（更新） 1港当り 【DHE81701~ DHE81707】
区 皿

汽総人生蕊
逆

区分 数量 単位
直接人件費

摘要 詞河可迫迂＆迄送誌

主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術貝 邑殴台堡データ猛鐸 皿 o. 5 I 5 如 0蕊g‘引り
水域管理デーク 1 回 0. l 0.3 l―3更履歴データifB よ 廷 ｀ I. 5 冷lOT_J!"Iり深浅測量データ

l 回 0.3 l. 0 
システムむ註データ作成

（砂浜城） 1辿殴四互返図可新あ2 樅・地屈 ＆ 廷

深浅測量データ
l 回 0.3 l. 2 

1邸邸迂J咆認即新なし 0. l 0. 3 

（岩礁城）

地質調査デーク l 0 孔 0.2 0.6 ゑ）成果取り まとめ

底質謂査データ I 回 0.2 0.5 成果取りまとめ（更所） [ DHE81900】

その他調査データ 1 回 0.2 0.6 
区分 単位

直接人件費
摘要

委託報告書 1 0 冊 0. I 0.2 封旧師(A) 団部D 由鉗（C)|技術只

老朽化調査データ 1 回 0.6 1. 4 成果取りまとめ 式 I Q.l & |旦
注） l.底質調査、 その他躙査は1調査＝1同としてカウントする。 注）電子台帳の整偏と更新を同時に実施する場合は、 整傭にのみ計上する＿

(ex LI中の委託で春、秋に調査を行っている場合は2回、 調査地点数は問わない）

2. 老朽化調査データは、簡品調査（簡易）、簡易調査（重点）の実飽回数合計としてti•上する。 よ ）摂査

詳細閲査は取独で実施した場合のみ計上する。 照査(ll) 【DHE82000l 

区分 単位
直接人件費

摘要
封 l抜面ぃ固面(B) 横荊（C')|艇相1

照査 式 塁 l 糾tI 
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区　分 ページ 現　　行 備　考

第２部 設計-79

漁港関係工

事積算基準

標準歩掛 システム

移行に伴う

第４章 全面改定

業務委託の

施工歩掛

1400

設計業務

積算基準

運用資料-10

漁港・漁港海岸

電子台帳

整備・更新

漁港関係工事積算基準　の　改定・追加・訂正 適用年月日
（令和６年（2024年）８月１日以降積算基準日適用）

改　　定

口

1 0) システム昼録 ・調整

システム登録 ・訓整（更新） ［DHE81800】

|／ステこ：』1紙 1:: I主任技師直1技7(：)1技師:B)| ;:(：)い I摘 要 I

l l)成果取り まとめ

成染取りまとめ（更新） ［DHE81900】

|成集：り：とめI1羞 1:：立 1主::；直1技師(:)I技師:B)| ；:（：） I費:術: |摘要 I
注）咀十台帳の整ほと更新を同時に実施する場合は、整偏にのみ計上する。

L 2)照査

照丘（更新）ロ分
照

[ DHE82000】

」1最 Il：立I門;:1技師(!)1技師:B)|件?TI費技術貝 I摘要I
注）照査は3回の其施を漂準とする。

2-7 設計協謹

初回、納品時の2回を標準とし、特別の理由により必要な湯合には中間協議を計上する。

上木事業委託積算基準（設計IQ)[ 1]設計業務委託積算茄準を適用する。

2-8 事務用品費
事務用品費は、直接人件費の 1.0％を標準とする。 （ただし、照査、 餃計協議の人件費は除く）

2-9 報告書

報告書の籠＋納品及び印刷 ・製本に要する費用は、 「土木取業委託積算甚準 （設計絹）［1）設計業務等

委託積算基準 1-6 電子成果品作成費」により算出する。

2-7 設計協繕

よ土木事業委託積算基準 （設計編）［1］設計業務委託積算甚準↓、を適用する。

初回、納品時の2回を憬準と し、特別の理由により必要な場合には中間協雄を計上する。

2-8 事務用品費

事務用品費は、 直接人件費の 1.0％を標準とする。 （ただし、照査、設計協議の人件費は除く）

2-9 報告書

報告書の電子納品及ぴ印刷 ・製本に要する費用は、

「土木事業委託積算基準 （設計編）［1）設計業務等委託積算基準 1 -6  電子成果品作成費」によゑ-

和0_＿＿限子計算機偲用料

祖子計算限伎用｛tば、以下を界消とする

I三→＊三ごI□;tt.) 1. ID.P"発行手坂料が不哭となった鳩合はl殷計安更でit:r:1歪こと

皿
＿

一

＿
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運用資料－10 漁港・漁港海岸電子台帳整備・更新

1 漁港・漁港海岸電子台帳整備

1-1 適用範囲

本項は、漁港・漁港海岸電子台帳システムの新規データ整備を行う場合に適用する。

なお、本台帳は(公社)全国漁港漁場協会が運営する「漁港情報クラウドシステム(以下、システム)」

を使用している。

1-2 業務内容

システムの構成要素である漁港・漁港海岸台帳データベース、漁港・漁港海岸平面図及び関連データ

について、各種資料および現況確認からデータを作成し、システムへの登録を行う。

作成する資料の種類、規格の詳細については、(公社)全国漁港漁場協会が定める「漁港情報クラウド

システムの運用等に関する実施要領」および「漁港情報クラウドシステム新規データ整備業務特記仕様書」

に準拠する。

1-3 作業区分

名称 業務内容

計画準備 業務の目的を把握した上で設計図書に示す業務内容を確認し、業務計画書を作成

する。

資料収集整理 システムに入力する各種情報の基礎となる資料について収集整理を行う。

収集整理を行う資料は以下のとおりで貸与とする。

資料の貸与・提供は電子データを標準とする。なお印刷媒体資料の貸与・返却は

協議時の直接渡し、あるいは宅配便等による送付を基本とする。

現況確認 調査対象漁港において、以下の現況確認作業を実施する。

①現地踏査（GNSS 計測）

GNSS測量機を用いたネットワーク型RTK方式により、漁港施設、漁港海岸保全施設

の平面形状及び天端高の計測を行う。

②現地踏査（写真撮影）

デジタルカメラ等により漁港施設の写真撮影を行う。なお、写真標準サイズは

2560×1920を原則とし、大きく乖離しないよう留意する。

漁港基本施設である外郭・係留施設及び海岸保全施設については、施設全体形状

及び構造や特徴がわかるように施設全景、断面毎に起終点からの写真を撮影すると

ともに、スパン毎の写真を撮影する。

漁港機能施設のうち、水産基盤施設機能保全計画の対象となる道路については施

設全景写真、及び起終点、交差点ごとに写真撮影を行う。

漁港施設用地、漁港管理者が設置、管理を行う建築物や各種漁業関連設備、漁港

看板、航路標識等航行補助施設、安全灯・灯標、漁港原点、工事基準点について

は、施設全景及び構造・特徴のわかる写真を撮影する。

③マルチコプター計測（空撮）

漁港区域内全域の簡易オルソ画像を作成するため、マルチコプター・UAV等による

空中写真撮影を行う。



設計－66

名称 業務内容

簡易オルソ画像作成 マルチコプター計測で取得した画像より、写真測量ソフトウェアを用いて漁港区

域全域の簡易オルソ画像を作成する。簡易オルソ画像の作成にあたっては、GNSS 計

測を行った計測点を評定点として空撮画像の解析／合成を行う。

漁港・漁港海岸 システムに登録する漁港台帳を構成する以下のデータを標準フォーマットに従っ

台帳データ作成 て作成する。データ間の連携により位置を明らかにできる場合は、それらを関連付

けるためのデータ作成も併せて行うものとする。

漁港・漁港海岸 現況確認結果などから、システムに登録するための GIS 形式の漁港電子平面図デ

電子平面図作成 ータを作成する。

（漁港） ①平面図データ

漁港電子平面図上に作図する対象については、各法令に基づく調製要領に準拠す

る。作図は標準フォーマット、システム現地調査の手引及びシステムデータ作成・

更新の手引に従って平面直角座標系を用いて行うこととし、施設毎に指定するデー

タ種別（点データ、線データ、ポリゴンデータおよび文字データ）にて描画し、必

要な属性データを付与する。

また、外郭、係留、海岸保全施設等でスパン目地を有するコンクリート構造物につ

いてはGNSS計測データ、簡易オルソ画像データから目地位置を判別し、スパン毎の

ポリゴンデータも併せて作図する。平面図データの背景となる地形地物（等高線、

等深線、道路、河川等）、建物、界、基準点（水準点、三角点）、空中写真、現況

確認によるオルソ画像等について、GIS形式のデータを作成する。なお、これらの情

報のうち、海岸保全区域内等の土地境界データで、発注者が指定するものについて

は登記情報についても入力を行う。

②水域施設データ

水域施設範囲を明示可能な場合には、発注者より提供される泊地、航路、漁具管理

水域それぞれの範囲が明確に分かる資料に基づき、水域施設データを作成する。

③漁港施設用地利用計画データ

漁港施設用地等利用計画を作成する場合は、各法令に基づき利用計画平面図データ

の作成を行う。作成にあたっては漁港施設の中分類の区分ごとの色分け、用地造成

または取得方法に応じたハッチングデータをそれぞれ作成する。

④海岸保全施設データ

漁港電子平面図上に作図する漁港海岸保全施設については、漁港施設と同様、各法

令に基づく調製要領に準拠し、漁港施設と同様の手順、方法により作図する。

なお、漁港海岸保全施設台帳を作成しない場合は、外形線ポリゴン、スパンポリゴ

ンの作成は不要であり、簡易オルソ画像より施設形状を形状線データにて作成する。
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名称 業務内容

漁港・漁港海岸 漁港海岸保全区域台帳をシステムに登録する場合には、漁港海岸保全区域台帳を

電子平面図作成 構成する以下のデータを標準フォーマットにしたがって作成する。データ間の連携

（漁港海岸） により位置を明らかにできる場合は、それらを関連付けるためのデータ作成も併せ

て行うものとする。

⑤漁港海岸保全区域台帳データ

漁港海岸保全区域台帳に記載されている各項目について、第一表（裏・表）、第

二表それぞれのデータ作成を行う。

⑥標準断面図データ

漁港海岸保全施設について、該当する標準断面図データ､横断面図データの電子化

を行う。

⑦水準面図データ

漁港毎に、該当する水準面図データの電子化を行う。

⑧施工履歴データ

年度毎の工事実績調書に基づき工事毎のデータ作成を行う。工事関係資料から工事

平面図、標準断面図、縦断図、設計図書、安定計算書、完成写真を電子化し、デー

タファイルを作成する。図面データは原則として電子成果品媒体から必要なデータ

の抽出を行うが、紙媒体しか入手できない場合はスキャニングにより電子化する。

関連データ作成 収集した資料から、漁港・漁港海岸事業に関連する各種の調査・検討資料に基づ

きシステム登録データを作成する。

①老朽化調査データ

老朽化調査（簡易項目、重点項目、詳細調査等）について、「機能保全計画策定

の手引」等に基づく施設点検結果及び現況/変状写真を整理し、システム登録データ

を作成する。

②水域管理データ

水域施設（泊地、航路等）における浚渫工事の情報について、システム登録デー

タを作成する。

③深浅測量データ

深浅測量データ（図面または電子データ）から等深線のベクトルデータを作成する。

④地質調査データ

既往の地質調査の結果から、ボーリング柱状図のデータを作成しシステムに入力する。

⑤各種調査データ

波浪・流況調査、水質・底質調査、その他の各種自然環境調査等、漁港整備に関

する各種調査結果に基づき、システム登録用データを作成する。

⑥業務成果データ

既往の委託報告書電子成果品、印刷媒体からのスキャニング PDF データからシステ

ム登録用データを作成する。

システム登録 システムに変換・登録可能なデータセットを作成する。作成したデータセット一

データ作成 式は、指定形式にて漁港(地区)毎に提出し、審査を依頼する。

成果取りまとめ 作成したデータセット一式をメディアに取りまとめ、成果および作業内容につい

ての報告書を作成する。

照査 入力を行った各種データについて原版と比較検証を行い、入力内容およびシステ

ム上の表示内容に不備が無いか照査を行う。
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1-4 積算ツリー

設計業務委託 漁港・漁港海岸 漁港・漁港海岸 計画準備
電子台帳整備・更新 電子台帳整備

資料収集整理

現況確認

簡易オルソ画像作成

漁港・漁港海岸

台帳データ作成

漁港・漁港海岸

電子平面図作成

関連データ作成

システム登録

データ作成

成果取りまとめ

照査

打合せ 設計協議

直接経費 工種体系化の手引き

業務工種体系化構成表
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1-5 数量計算等

中区分 小区分 単位 摘要

漁港・漁港海岸電子台帳整備 計画準備 式

資料収集整理 港・地区

現況確認 港・地区

簡易オルソ画像作成 港・地区

漁港・漁港海岸台帳データ作成 港・地区

漁港・漁港海岸電子平面図作成 港・地区

関連データ作成 老朽化調査データ 施設

水域管理（浚渫）データ 回

深浅測量データ 回

地質調査データ 孔 10孔当り

各種調査データ 回

業務成果データ 冊 10冊当り

システム登録データ作成 港・地区

成果取りまとめ 式

照査 式

1-6 標準歩掛

１）計画準備

計画準備(新規) １式当り 【 DHE80000 】

区分 単位
数量

摘要
主任技師 技師(Ａ) 技師(Ｂ) 技師(Ｃ) 技術員

計画準備 式 1.0 1.5

注）電子台帳の整備と更新を同時に実施する場合は、整備にのみ計上する。

２）資料収集整理

資料収集整理(新規) １港・地区当り 【 DHE80100 】

区分 単位
直接人件費

摘要
主任技師 技師(Ａ) 技師(Ｂ) 技師(Ｃ) 技術員

資料収集整理 港・地区 0.5 1.0 1.2

注）１．資料収集整理は、原則として初回協議又は中間協議時に実施することを原則とする。

２．複数の箇所より資料収集を別途実施する必要がある場合には、適宜、旅費（技師(B)、技術員）を

計上する。
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３）現況確認

現況確認(新規) １港・地区当り 【 DHE80200～DHE80220 】

名称 単位
数量

摘要
主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術員

現地踏査 (DHE80200)

（小規模） 1.0 1.0 施設延長2,000m未満

（中規模） 港・地区 1.5 1.5 〃 2,000m以上4,000m未満

（大規模） 2.0 2.0 〃 4,000m以上8,000m未満

（特大規模） 4.0 4.0 〃 8,000m以上20,000m未満

現地踏査（海岸保全施設） (DHE80210) ※必要に応じて計上

（一般） 区域 0.5 0.5 1,000m以下かつ10施設未満

（大規模） 2.0 2.0 1,000m超または10施設以上

マルチコプター計測（空撮） (DHE80220) ※漁港・海岸の合計延長

（小・中規模）
港・地区

1.5 3.0 施設延長4,000m未満

（大規模） 3.0 6.0 〃 4,000m以上8,000m未満

（特大規模） 4.0 8.0 〃 8,000m以上20,000m未満

交通車 日 (技師Bに同じ) ライトバン2ℓ、運2h/就8h

雑材料 ％ 14 上記の％、機械損料を含む

注）１．施設延長は台帳上の漁港施設延長の合計とする。

２．漁港施設延長20,000m以上の場合は別途見積によること。

３．現場条件により、交通船による移動を必要とする場合には、別途交通船を計上する。

４．マルチコプターは、｢UAVを用いた公共測量マニュアル(案)｣等に準じた機体とする。

４）簡易オルソ画像作成

簡易オルソ画像作成(新規) 【 DHE80250 】

区分
単位

数量
摘要

簡易オルソ画像作成 主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術員

(小中規模) 1.0 2.0 施設延長4,000m未満

(大規模) 港・地区 1.5 4.0 〃 4,000m以上8,000m未満

(特大規模) 2.0 6.0 〃 8,000ｍ以上

雑材料 ％ 10 上記の％



設計－71

５）漁港・漁港海岸台帳データ作成

漁港台帳データ作成(新規) １港・地区当り 【 DHE80300 】

区分
単位

数量
摘要

漁港台帳データ作成 主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術員

（小中規模） 1.0 1.5 3.0 施設延長4,000m未満

（大規模） 港・地区 1.5 2.0 4.5 〃 4,000m以上8,000m未満

（特大規模） 3.0 4.0 9.0 〃 8,000ｍ以上20,000m未満

漁港海岸保全区域台帳データ作成(新規) １区域当り 【 DHE80400 】

区分
単位

数量
適要

海岸台帳データ作成 主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術員

（一般）
区域

0.5 0.7 1.5 施設延長1,000m以下かつ10施設未満

（大規模） 0.7 1.0 2.0 施設延長1,000m超または10施設以上

６）漁港・漁港海岸電子平面図作成

漁港電子平面図作成(新規) １港・地区当り 【 DHE80500 】

区分
単位

数量
摘要

漁港電子平面図作成 主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術員

（小中規模） 0.5 1.0 施設延長4,000m未満

（大規模） 港・地区 1.0 1.5 〃 4,000m以上8,000m未満

（特大規模） 2.0 3.0 〃 8,000m以上20,000m未満

水域施設データ作成 港・地区 0.3 1.0 ※必要に応じて計上

漁港施設用地利用計画データ作成 港・地区 0.5 1.5 ※必要に応じて計上

漁港海岸電子平面図作成(新規) １区域当り 【 DHE80600 】

区分
単位

数量
摘要

海岸保全施設電子平面図作成 主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術員

（一般）
区域

0.3 0.5 施設延長1,000m以下かつ10施設未満

（大規模） 1.0 1.5 施設延長1,000m超または10施設以上

７）関連データ作成

関連データ作成(新規) 【 DHE80701 ～ DHE80706 】

区分 単位
直接人件費

摘要
主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術員

老朽化調査データ 施設 0.1 0.2

水域管理（浚渫）データ 回 0.2 0.3

深浅測量データ 回 0.5 1.0

地質調査データ 孔 0.2 0.5 ※10孔当り

各種調査データ 回 0.5 1.5

業務成果データ 冊 0.1 0.2 ※10冊当り

注）１．底質調査、その他調査は1調査＝1回としてカウントする。

（ex 1件の委託で春、秋に調査を行っている場合は2回、調査地点数は問わない）

２．老朽化調査データは、簡易調査（簡易）、簡易調査（重点）の実施回数合計として計上する。

詳細調査は単独で実施した場合のみ計上する。
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８）システム登録データ作成

システム登録データ作成(新規) １港・地区当り 【 DHE80800 】

区分 単位
直接人件費

摘要
主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術員

システム登録データ作成 港・地区 0.5 1.5 3.0

９）成果取りまとめ

成果取りまとめ(新規) 【 DHE80900 】

区分 単位
直接人件費

摘要
主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術員

成果取りまとめ 式 0.5 1.0 2.0 2.5

注）電子台帳の整備と更新を同時に実施する場合は、整備にのみ計上する。

１０）照査

照査(新規) 【 DHE81000 】

区分 単位
直接人件費

摘要
主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術員

照査 式 1.0 1.5

注）照査は3回の実施を標準とする。

1-7 設計協議

「土木事業委託積算基準（設計編）[１]設計業務委託積算基準」を適用する。

初回、納品時の2回を標準とし、特別の理由により必要な場合には中間協議を計上する。

1-8 事務用品費

事務用品費は、直接人件費の１.０％を標準とする。（ただし、照査、設計協議の人件費は除く）

1-9 報告書

報告書の電子納品及び印刷・製本に要する費用は、

「土木事業委託積算基準（設計編）[１]設計業務等委託積算基準 １－６ 電子成果品作成費」による。

1-10 電子計算機使用料

電子計算機使用料は、以下を標準とする。

区分 規格 単位 数量 単価 摘要

データ登録電算経費 ％ 6.5 直接人件費の率

審査料
施設延長4,000m未満

式 1
300,000 施設延長の合計

施設延長4,000m以上 400,000 (海岸を含む)

ID・PW発行手数料 式 1 3,600

注）１．データ登録電算経費は、「１）計画準備」から「８）システム登録データ作成」までの

直接人件費を対象とする。

２．受託者の責に因らない事象により、複数回分の審査料が必要となった場合は別途考慮する。

３．ID・PW発行手数料が不要となった場合は、設計変更で減工すること。
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2 漁港・漁港海岸電子台帳更新

2-1 適用範囲

本項は、漁港・漁港海岸電子台帳システムのデータ更新を行う場合に適用する。

なお、本台帳は(公社)全国漁港漁場協会が運営する「漁港情報クラウドシステム(以下、システム)」

を使用している。

2-2 業務内容

システムの構成要素である漁港・漁港海岸平面図及び関連データについて、各種資料及び現況確認から

データを更新修正し、システムへの登録を行う。

作成する資料の種類、規格の詳細については、(公社)全国漁港漁場協会が定める「漁港情報クラウド

システムの運用等に関する実施要領」および「漁港情報クラウドシステム新規データ整備業務特記仕様書」

に準拠する。

2-3 作業区分

名称 業務内容

計画準備 業務の目的を把握した上で設計図書に示す業務内容を確認し、業務計画書を作成

する。

資料収集整理 システムに入力する各種情報の基礎となる資料について収集整理を行う。

収集整理を行う資料は以下のとおりで貸与とする。

資料の貸与・提供は電子データを標準とする。なお印刷媒体資料の貸与・返却は

協議時の直接渡し、あるいは宅配便等による送付を基本とする。

現況確認 調査対象漁港において、以下の現況確認作業を実施する。

①現地踏査（GNSS 計測）

GNSS測量機を用いたネットワーク型RTK方式により、漁港施設、漁港海岸保全施

設の平面形状及び天端高の計測を行う。

②現地踏査（写真撮影）

デジタルカメラ等により漁港施設の写真撮影を行う。なお、写真標準サイズは

2560×1920を原則とし、大きく乖離しないよう留意する。

漁港基本施設である外郭・係留施設及び海岸保全施設については、施設全体形状

及び構造や特徴がわかるように施設全景、断面毎に起終点からの写真を撮影すると

ともに、スパン毎の写真を撮影する。

漁港機能施設のうち、水産基盤施設機能保全計画の対象となる道路については施

設全景写真、及び起終点、交差点ごとに写真撮影を行う。

漁港施設用地、漁港管理者が設置、管理を行う建築物や各種漁業関連設備、漁港

看板、航路標識等航行補助施設、安全灯・灯標、漁港原点、工事基準点について

は、施設全景及び構造・特徴のわかる写真を撮影する。

③マルチコプター計測（空撮）

漁港区域内全域の簡易オルソ画像を作成するため、マルチコプター・UAV等によ

る空中写真撮影を行う。

簡易オルソ画像作成 マルチコプター計測で取得した画像より、写真測量ソフトウェアを用いて漁港区

域全域の簡易オルソ画像を作成する。簡易オルソ画像の作成にあたっては、GNSS計

測を行った計測点を評定点として空撮画像の解析／合成を行う。
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名称 業務内容

基本更新データ作成 システムに登録されているデータを更新するため、収集した資料及び現況確認調
査結果から更新に必要な更新用のデータを作成する。
①工事履歴情報作成

新規データ整備、または前回更新以降に実施された工事毎のデータ作成を行う。
収集した工事関係資料から工事平面図、標準断面図、縦断図、設計図書、安定計算
書、完成写真を電子化し、データファイルを作成する。
②施設更新情報作成

工事履歴情報に追加した完成工事、その他要因により、漁港台帳に追加、削除、
または登録情報の修正を行う必要がある施設について、台帳明細表の更新データを
作成するとともに、増減表に追記する。

登録されている標準断面図、安定計算書、安定計算表、その他構造計算書類、
施設写真データの更新が必要な場合は、データを作成する。
③その他更新情報作成

漁港計画や長寿命化計画の改定等、工事履歴情報、施設更新情報並びに漁港台帳
記載項目以外の登録情報に変更が生じた場合に、必要なデータを作成する。
④平面図更新データ作成

漁港電子平面図の更新が必要な場合には、現況確認結果、収集資料等に基づきシ
ステムに登録されているGIS形式の漁港電子平面図データの更新資料を整理する。
⑤水域施設データ作成

水域施設範囲を追加、または変更する場合には、発注者より提供される泊地、航
路、漁具管理水域それぞれの範囲が明確に分かる資料に基づき、水域施設データを
作成または更新する。
⑥漁港施設用地利用計画データ作成

既存システムに漁港施設用地等利用計画を追加登録、または登録されている漁港
施設用地等利用計画データに変更が生じた場合は、各法令に基づき利用計画平面図
データの追加、修正を行う。
⑦海岸保全施設データ

既存システムに海岸保全施設データを追加登録、または登録データに変更が生じ
た場合には、漁港施設と同様、各法令に基づく調製要領に準拠し、漁港施設と同様
の手順、方法により更新用の地図データを作成するとともに、漁港海岸保全区域台
帳記載内容の修正・追加を行う。

関連データ作成 収集した資料から、漁港・漁港海岸事業に関連する各種の調査・検討資料に基づ
きシステム追加登録データを作成する。

作業区分は「1 漁港・漁港海岸電子台帳整備」による。
①老朽化調査データ
②水域管理データ
③深浅測量データ
④地質調査データ
⑤各種調査データ
⑥業務成果データ

システム登録 作成した更新用データ一式を、更新表、更新データにとりまとめ、登録を依頼する。
データ作成 ①漁港台帳データ登録

更新表に基づき、漁港台帳に関する更新データをデータベースに登録する。
②工事履歴データ登録

更新表に基づき、工事履歴情報に関する更新データをデータベースに登録する。
③システム登録データ作成

作成したデータベースファイルと更新データより、「システムデータ作成・更新
の手引」に従い、更新用のデータセットを構成した後、WEB形式のデータに変換し
システムに登録する。

成果取りまとめ 作成したデータセット一式をメディアに取りまとめ、成果および作業内容につい
ての報告書を作成する。

照査 入力を行った各種データについて原版と比較検証を行い、入力内容およびシステ

ム上の表示内容に不備が無いか照査を行う。
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2-4 積算ツリー

設計業務委託 漁港・漁港海岸 漁港・漁港海岸 計画準備

電子台帳整備・更新 電子台帳更新

資料収集整理

現況確認

簡易オルソ画像作成

基本更新データ作成

関連データ作成

システム登録

データ作成

成果取りまとめ

照査

打合せ 設計協議

直接経費 工種体系化の手引き

業務工種体系化構成表
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2-5 数量計算等

中区分 小区分 単位 摘要

漁港・漁港海岸電子台帳更新 計画準備 式

資料収集整理 港・地区

現況確認 港・地区

簡易オルソ画像作成 港・地区

基本更新データ作成 港・地区

関連データ作成 老朽化調査データ 施設

水域管理（浚渫）データ 回

深浅測量データ 回

地質調査データ 孔 10孔当り

各種調査データ 回

業務成果データ 冊 10冊当り

システム登録データ作成 港・地区

成果取りまとめ 式

照査 式

2-6 標準歩掛

１）計画準備

計画準備(更新) １式当り 【 DHE81100 】

区分 単位
数量

摘要
主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術員

計画準備 式 0.5 0.5

注）データ更新のみの場合に適用する。

２）資料収集整理

資料収集整理(更新) 【 DHE81200 】

区分 単位
数量

摘要
主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術員

資料収集整理 式 0.5 1.0

紙媒体資料の整理・取込 件 0.2 0.4 ※10件当り

注）１．資料収集整理は、原則として初回協議又は中間協議時に実施することを原則とする。

２．複数の箇所より資料収集を別途実施する必要がある場合には、適宜、旅費（技師(B)、技術員）を計

上する。
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３）現況確認

現況確認(更新) １港・地区当り 【 DHE81300、DHE81305 】

名称 単位
数量

摘要
主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術員

更新施設GNSS計測・写真撮影 0.6 0.6

マルチコプター計測（空撮）

（小中規模） 港・地区 1.5 3.0 施設延長4,000m未満

（大規模） 3.0 6.0 〃 4,000m以上8,000m未満

（特大規模） 4.0 8.0 〃 8,000m以上20,000m未満

交通車 日 (技師Bに同じ) ライトバン2ℓ、運2h/就8h

雑材料 ％ 14 上記の％、機械損料を含む

注）１．施設延長は台帳上の漁港施設と漁港海岸施設の延長の合計とする。

２．施設延長20,000m以上の場合は別途見積によること。

３．空撮未実施の漁港について、更新時に初めて空撮を行いオルソ画像を作成する場合には

「1 漁港・漁港海岸台帳整備 1-6 標準歩掛 3) 現況確認(新規)」を用いる。

４．浚渫のみの工事、附属工（防舷材、滑り材等）、形状変更を伴わない維持補修工事

（消耗品交換、舗装補修等）の場合は現況確認を計上しない。

５．データ更新においては、原則として更新対象施設の（全体あるいは一定の構造単位毎）完成時に

現況調査を行うことを標準とする。（施設の延伸途中、暫定施工時は現況確認を行わない。）

６．現場条件により、交通船による移動を必要とする場合には、別途交通船を計上する。

７．マルチコプターは、｢UAVを用いた公共測量マニュアル(案)｣等に準じた機体とする。

４）簡易オルソ画像作成

簡易オルソ画像作成(更新) 【 DHE81310 】

区分
単位

数量
摘要

簡易オルソ画像作成 主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術員

(小中規模) 1.0 2.0 施設延長4,000m未満

(大規模) 港・地区 1.5 4.0 〃 4,000m以上8,000m未満

(特大規模) 2.0 6.0 〃 8,000ｍ以上

雑材料 ％ 10 上記の％

注）マルチコプター計測を行った場合に計上する。オルソ画像未作成漁港について、更新時にオルソ画像を
初めて作成する場合には、「1 漁港・漁港海岸台帳整備 1-6 標準歩掛 4) オルソ画像作成(新規)」
を用いる。

５）基本更新データ作成

基本更新データ作成 １港・地区当り 【 DHE81320 】

区分 単位
数量

摘要
主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術員

工事履歴情報作成 工事 0.5 0.5 ※10工事当り

施設更新情報作成 施設 0.5 0.5 ※10工事当り

その他更新情報作成 港・地区 0.5 0.5 ※10工事当り

平面図更新データ作成 港・地区 0.2 0.6 必要に応じて計上

水域施設データ作成 港・地区 0.3 1.0

漁港施設用地利用計画データ作成 港・地区 0.5 1.5

海岸保全施設 区域 0.3 1.0 必要に応じて計上

注）データ未作成の漁港（地区）へ追加する場合は新規整備を適用する。
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６）関連データ更新

関連データ作成（更新） 【 DHE81701 ～ DHE81706 】

区分 単位
直接人件費

摘要
主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術員

老朽化調査データ 施設 0.1 0.2

水域管理（浚渫）データ 回 0.2 0.3

深浅測量データ 回 0.5 1.0

地質調査データ 孔 0.2 0.5 ※10孔当り

各種調査データ 回 0.5 1.5 ※底質調査含む

業務成果データ 冊 0.1 0.2 ※10冊当り

注）１．底質調査、その他調査は1調査＝1回としてカウントする。

（ex 1件の委託で春、秋に調査を行っている場合は2回、調査地点数は問わない）

２．老朽化調査データは、簡易調査（簡易）、簡易調査（重点）の実施回数合計として計上する。

詳細調査は単独で実施した場合のみ計上する。

７）システム登録データ作成

システム登録データ作成（更新） 【 DHE81800～DHE81830 】

区分 単位
直接人件費

摘要
主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術員

漁港台帳データ登録 施設 0.5 1.5 ※10施設当り

工事履歴データ登録 工事 0.5 1.5 ※10工事当り

システム登録データ作成

漁港電子平面図更新あり 港・地区 0.2 0.6

漁港電子平面図更新なし 0.1 0.3

８）成果取りまとめ

成果取りまとめ（更新） 【 DHE81900 】

区分 単位
直接人件費

摘要
主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術員

成果取りまとめ 式 0.2 0.5 1.0

注）電子台帳の整備と更新を同時に実施する場合は、整備にのみ計上する。

９）照査

照査(更新) 【 DHE82000 】

区分 単位
直接人件費

摘要
主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術員

照査 式 0.3 0.5
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2-7 設計協議

「土木事業委託積算基準（設計編）[１]設計業務委託積算基準」を適用する。

初回、納品時の2回を標準とし、特別の理由により必要な場合には中間協議を計上する。

2-8 事務用品費

事務用品費は、直接人件費の１.０％を標準とする。（ただし、照査、設計協議の人件費は除く）

2-9 報告書

報告書の電子納品及び印刷・製本に要する費用は、

「土木事業委託積算基準（設計編）[１]設計業務等委託積算基準 １－６ 電子成果品作成費」による。

2-10 電子計算機使用料

電子計算機使用料は、以下を標準とする。

区分 規格 単位 数量 単価 摘要

データ登録電算経費
漁港電子平面図更新あり

港・地区
32,000

漁港電子平面図更新なし 20,000

ID・PW発行手数料 式 1 3,600

注）１．ID・PW発行手数料が不要となった場合は、設計変更で減工すること。




